
 

 

 

 

はじめに 

本編は、CCP を改造したりサブルーチンを再利用し、新たなマクロプログラムを

作成する人向けの資料です。プログラミングの経験の無い方には、お勧めいた

しません。改造により万一不具合が発生しても一切の保証はしませんのでご了

承ください。また本編はプログラミングスキルが有ることを前提に解説します

ので、専門用語の解説なども省略いたします。 

 

１． TeraTerm のマクロの仕様 

 CCP は TeraTerm のマクロで作成されています。マクロは ttpmacro.exe に読み

込まれて実行されます。 

TeraTerm マクロ言語（以下 TTL）の仕様は以下の通りです。（詳細は TeraTerm

の HELP 参照） 

１．１ データ型 

TTL が扱えるデータの型は 4種類。  

データ型 内容 

整数 符号付き 32 bit、-2147483648 から 2147483647 まで。 

256 個まで使用可能。浮動小数点は未サポート。 

文字列 NUL 文字を除くすべての文字を含むことができる。 

最大長は 511 文字。256 個まで使用可能。 

整数配列 intdim マクロコマンドであらかじめ要素数を宣言することで整

数の配列を扱うことができる。要素数は最大 65536。 

各要素で扱えるデータは整数と同じ。256 個まで使用可能。 

文字列配列 文字列配列 

strdim マクロコマンドであらかじめ要素数を宣言することで文

字列の配列を扱うことができる。要素数は最大 65536。 

各要素で扱えるデータは文字列と同じ。256 個まで使用可能。 
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１．２ 定数の形式 

定数の形式  

整数型定数 （１）10 進数表現   （例）123 

（２）16 進数表現   （例）$3a 

CAT コマンドは 16 進数表現のため（２）の形式を使用する  

※浮動小数点は未サポート。 

文字列型定数 （１）値となる文字列の両端を ' か " で囲む(両端とも同じ文

字で)。文字列値を構成する文字は表示可能で囲み文字と異なる

文字ならば何でもよい。 

（例） 

    'Hello, world' 

    "I can't do that" 

    "漢字も可能" 

（２）1 文字を ASCII (または JIS ローマ字、Shift-JIS) コ

ード(10進数または$で始まる16進数)で表現し、先頭に "#" を

つける。 ASCII コード 0 の文字 (NUL) は文字列定数に含める

ことができない。 

（例） 

    #65     文字 "A" 

    #$41    文字 "A" 

    #13     CR 文字 

 



１．３ マクロコマンド 

CCP 固有の使用方法について解説します。それ以外は TeraTerm の HELP 参照 
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コマンド名 内容 

connect COM port と接続する。 

（例）  

connect '/c=5 /BAUD=38400 /LA=E /V’ 

オプション： 

/C=X        X は COM ポート番号 

/BAUD=ボーレイト FT-817 では 4800/9600/38400 

/LA=言語     バイナリの場合は E （英語） 

/V                指定するとコンソールが非表示  

send データを送信する。 

（１）文字列型 

send ‘ABC’ 

（２）整数型 

send $0a 

※CCP では（２）整数型を使用 

※CCP では、SEND を連続して行場合、最低でも 200 ミリ秒間

隔をあける必要がある。 

recvln 一行分の文字を受信する。 

※CCP では send では改行コードを受信できないため、

mtimeout を設定してタイムアウトにより強制受信 

mpause マクロの実行を <time> ミリ秒だけ休止する。 

※CCP では send の送信間隔調整に使用 

(現在 200 ミリ秒を指定) 
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コマンド名 内容 

listbox リストボックスを開き、ユーザーに項目を選択させる。  

listbox <message> <title> <string array> [<selected>] 

返り値：システム変数 <result>  

0 - (N-1)のいずれかの値が格納される。 

キャンセルされた場合、-1 が格納される。 

CCP のメニューは listbox を使用 

inputbox 文字列を入力するためのダイアログボックスを開く。  

inputbox <message> <title>  

ダイレクト入力など直接コマンドを入力する場合に使用 

yesnobox ダイアログボックスを開き、ユーザーに「はい」/「いいえ」

を選択させる。  

yesnobox <message> <title> 

返り値：システム変数 <result>  

「はい」ボタンが押された場合、1が格納される。 

「いいえ」ボタンが押された場合、0が格納される 

※警告や確認に使用 

messagebox ダイアログボックスを開き、ユーザーにメッセージを知らせ

る。  

messagebox <message> <title> 

※主にデバック用に使用 

「ＯＫ」ボタンを押すまでマクロ停止。 

statusbox ステータスダイアログボックスを表示する。  

statusbox <message> <title> 

※本体情報表示に使用 

messagebox と異なり常時表示可能 



２． ＣＣＰの概要 

２．１ CCP の構造 
CCP は、以下のようなブロック構造になっております。使用している TTL が、

構造化言語ではないため、変数はすべてグローバル変数であり、goto 文も使用

可能です。基本的には、call～return でラベルにジャンプしますが、ネストが深

くなるのを回避するために一部で goto 文を使用しています。 
 

ブロック 概要 

初期設定ブロック CCP の初期値および定義 

メモリーブロック メモリーチャンネルの定義 

固定チャンネルブロック 固定チャンネルの定義 

メインメニュー CCP のメニュー定義 

メインブロック メインメニュー処理及び 

サブメニュー処理 

共通ブロック 各メニュー処理から call される 

サブルーチンのブロック 

メモリーブロックと固定チャンネルの編集については「CCP メモリ編」を参照

してください。 

 

２．２ 初期設定ブロック 

TTL は、システム変数はありますが、define は有りません。CCP の処理に必要

な値を整数型変数で定義しました。 
また、connect コマンドで使用する変数も設定していますが、値はダミーです。 

 



２．３ メニュー（listbox）とサブルーチン 

ＣＣＰはメニューまたはサブメニューから各サブルーチンを呼び出す構造になっています。 

使用例（メインメニュー） 

:MAIN 

listbox 'コマンドを選択してください' 'CCP FT-817 版 Ver0.5'  main_menu  main_def 

main_def = result     ；xxx_def の変数は、メニューが押された行を保存 

if result==0 then      ；0（１行目）なら 

    call FRQ_CMD    ；FRQ_CMD サブルーチンを呼び出す 

elseif result==1 then 

    call CHAN_CMD 

elseif result==2 then 

    call MEM_CMD 

elseif result==3 then 

    call INPUT_FRQ 

elseif result==4 then 

    call ENV_CMD 

elseif result==5 then    ；終了 

    yesnobox '本当に終了しますか？' '終了確認'  ；  

    if result == 1 then 

        closet                 ；COM ポートを開放する 

        end 

    endif 

elseif result==-1 then              ；キャンセルを押された場合の処理 

    yesnobox '本当に終了しますか？' '終了確認  ；終了を確認する 

    if result == 1 then             ；「はい」押されたら終了する。 

        closett 

        end 

    endif 

endif             ；return で戻ってくるとこの行にくる 

goto MAIN          ；goto 文で：MAIN にもどる 

closett 

end 



３．CAT の制御について 

３．１ connect について 

本体と PC は COM ポートで接続しています。COM ポートの接続条件は以下の

とおりです。 

項目 設定値 

通信速度 4800/9600/38400 

データ長 8 ビット（パリティ無し） 

スタートビット 1 

ストップビット 2 

送信データ 5 バイト（１組） 

受信データ １または 5 バイト（１組） 

表１．FT-817 の通信設定 
TeraTerm の設定画面で通信速度は、データ長、ストップビットを設定してくだ

さい。TERATERM.INI（300 行付近）に直接設定することもできます。 
（抜粋） 

; Serial port parameters 
;   Port number 
ComPort=1 
;   Baud rate 
BaudRate=38400 
;   Parity (even/odd/none/mark/space) 
Parity=none 
;   Data (7/8) 
DataBit=8 
;   Stop (1/1.5/2) 
StopBit=2 
;   Flow control (x/hard/none) 
FlowCtrl=none 
;   Transmit delay per character (in msec) 
DelayPerChar=0 
;   Transmit delay per line (in msec) 
DelayPerLine=0 



３．２ 簡単な制御 

簡単コマンドは、次の１行で制御することが出来ます。 

コマンド マクロコマンド 

LOCK ON send $00 $00 $00 $00 $00 

LOCK OFF send $00 $00 $00 $00 $80 

VFO A/B send $00 $00 $00 $00 $81 

FT-817 の取説（P72）コマンド一覧で※が 00 とします。 

 

３．３ 周波数の設定 

（例）14.23456MHz の場合 
（１）直接指定 send $01 $42 $34 $56 $01 
（２）SET_NEW_FRQ マクロを使用する 

   NP1=01 
NP2=42 
NP3=34 
NP4＝56 

call  SET_NEW_FRQ 

３．４ モードの設定 

（例）AM の場合 

（１）直接指定 send $04 $00 $00 $00 $07 

（２）SET_MODE マクロを使用する 

data_input= ‘,AM’ 

call SET_MODE 

 

３．５ 電源ＯＮ 

電源をＯＮにする場合は、事前にダミーデータ（$00 を 5 バイト）を送る必要が

あります。電源ＯＦＦは未サポート（故障の原因になります。） 

     send $00$00$00$00$00 

mpause 200  ；200 ミリ秒の間隔を空ける 

send $00$00$00$00$0F 



３．６ 本体情報取得 

①周波数の取得 

call GET_FRQ 

結果は P1 P2 P3 P4 P5 の各変数に格納されます。 

P1 ～ P4 は周波数 

P5 はモード 

②S メーターの取得 

     call GET_SMT 

結果は smt_int 整数値 または smt_str で取得できます。 

 

３．７ 周波数の UP/DOWN 

この機能は多少裏技を使います。 

①現在周波数を取得する。 

     call GET_FRQ      ;現在の周波数を取得する P1 P2 P3 P4 

     call FRQSTR_GET   ;取得した周波数を整数に変換する（10Hz 単位） 

結果は、frq_val に格納されます。 

②UPDOWN 後の周波数を取得する（例）1KHz を指定する場合 

     updown_def = 12 差分を格納する配列 

     updown_val[12]= 100   ・・・隠し変数 

     call NEW_FRQ 

結果は NP1 NP2 NP3 NP4 

③新周波数を call する。 

     call NEW_FRQ 

 

最後に 

主な処理を記載しました。これらの機能を組み合わせで CCP は作成されて 

います。（説明を省略している機能が多々あります。） 

順次開発をしており当初と設計方針が変わって統一性が無い部分や不要なも 

残っておりますが、ご容赦ください。 

開発が落ち着いたら、リファインしたいと思います。 


